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原
発
事
故
を
受
け
て
新
た

に
配
付
し
た
今
回
の
副
読
本

か
ら
は
、
「
原
発
の
安
全
性
」

の
強
調
は
消
え
ま
し
た
が
、

原
発
事
故
は
前
書
き
で
わ
ず

か
に
ふ
れ
た
だ
け
で
す
。

報
道
や
各
界
見
解
か
ら

◇
河
北
新
報
（
２
０
１
２
・

９
・
14
）

「
世
界
史
に
刻
ま
れ
た
東
電

福
島
原
発
事
故
。
そ
れ
ほ
ど

の
出
来
事
な
の
に
、
本
文
で

は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
」

◇
毎
日
新
聞
（
２
０
１
１
・

10
・
15
）

「
従
来
の
副
読
本
に
あ
っ
た

原
発
の
安
全
性
を
強
調
す
る

記
述
は
消
え
た
が
、
福
島
第

１
原
発
事
故
へ
の
言
及
は
前

書
き
だ
け
」
）

◇
福
島
大
学
放
射
線
副
読

本
研
究
会

「
新
副
読
本
は
、
福
島
第

１
原
子
力
発
電
所
の
事
故
後

に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、

事
故
に
関
す
る
記
述
は
ほ
と

ん
ど
な
（
い
）
」

中
学
生
用
副
読
本
の
第
１

の
柱
は
「
不
思
議
な
放
射
線

の
世
界
」
。
中
身
は
「
植
物

か
ら
の
放
射
線
を
写
し
出
す
」

と
し
て
「
ス
イ
セ
ン
か
ら
出

て
い
る
放
射
線
」
を
写
真
付

で
紹
介
し
、
そ
の
利
用
例
と

し
て
「
水
な
ど
の
動
き
の
研

究
に
利
用
さ
れ
て
い
る
中
性

子
線
」
「
エ
ッ
ク
ス
（
Ｘ
）

線
」
「
Ｃ
Ｔ
画
像
」
な
ど
に

利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹

介
。
こ
の
部
分
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
左
記
の
よ
う
に
記
述

さ
れ
て
い
ま
す
。

福
島
原
発
事
故
か
ら
２
年
余
。
事
故
は
未
だ
に
収
束
せ

ず
、
放
射
能
汚
染
の
不
安
は
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

放
射
線
や
被
ば
く
の
問
題
を
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
ど
う
伝
え
る
の
か
は
、
教
育
関
係
者
、
父
母
に
と
ど

ま
ら
ず
、
国
民
的
な
課
題
で
す
。

文
科
省
は
、
福
島
原
発
事
故
後
に
そ
れ
ま
で
の
原
発
の

副
読
本
を
改
定
し
、
あ
ら
た
に
小
学
生
用
、
中
学
生
用
、

高
校
生
用
の
３
種
類
の
「
放
射
線
副
読
本
」
を
全
国
の
学

校
に
配
付
し
て
い
ま
す
。
当
会
常
任
世
話
人
の
増
田
善
信

氏
（
理
学
博
士
）
は
、
放
射
線
や
被
ば
く
問
題
の
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
「
恐
れ
て
怖
が
ら
ず
」
が
大
切
だ
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。
中
学
生
用
・
副
読
本
を
中
心
に
そ
の
内

容
を
見
て
ま
し
た
。
写
真
＝
小
学
生
用
の
副
読
本

原
発
事
故
に
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
な
い
副
読
本

副
読
本
第
１
の
柱
は
「
不
思
議
な
放
射
線
の
世
界
」

放
射
線
は
身
の
回
り
の
ど
こ
に
も
存
在
と
強
調

中
学
生
用
副
読
本

（
福
島
原
発
事
故
で
）

放
射
性
物
質
（
ヨ
ウ

素
、
セ
シ
ウ
ム
な
ど
）

が
大
気
中
や
海
中
に

放
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
電
所
周
辺
地

域
で
は
、
放
射
線
を

受
け
る
量
が
一
定
の

水
準
を
超
え
る
恐
れ

が
あ
る
方
々
が
避
難

す
る
こ
と
と
な
り
、

東
日
本
の
一
部
の
地

域
で
は
、
水
道
水
の

摂
取
や
一
部
の
食
品

の
摂
取
・
出
荷
が
制

限
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
生
用
副
読
本

コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト

放
射
線
は
、
そ
の
ま
ま
で
は

目
で
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
私
た
ち
の
回
り
の
ど

こ
に
も
存
在
し
、
ま
た
、
身

近
な
色
々
な
分
野
で
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

副
読
本
第
２
は
「
放
射
線
は
太
古
の
昔
か
ら
自
然
界
に
存
在
」

「
人
類
は
放
射
線
が
存
在
す
る
中
で
進
化
」
と
説
明

中
学
生
用
副
読
本
の
第
２

の
柱
は
「
太
古
の
昔
か
ら
自

然
界
に
存
在
す
る
放
射
線
」
。

放
射
線
は
「
宇
宙
か
ら
」

「
大
地
か
ら
」
空
気
か
ら
」

「
食
べ
物
か
ら
」
、
放
射
線

を
受
け
て
い
る
と
説
明
し
て

い
ま
す
。

こ
の
部
分
の
学
習
ポ
イ
ン

ト
を
左
記
の
よ
う
に
述
べ
て

い
ま
す
。

中
学
生
用
副
読
本

コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト

人
類
は
放
射
線
が
存
在
す
る

中
で
生
ま
れ
、進
化
し
て
き
ま

し
た
。私
た
ち
は
、日
常
生
活
で

も
放
射
線
を
受
け
て
い
ま
す
。
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中
学
生
副
読
本
の
第
６
の

柱
は
「
放
射
線
の
影
響
」
。

こ
の
部
分
で
は
「
外
部
被
ば

く
」
「
内
部
被
ば
く
」
の
説

明
や
「
自
然
界
か
ら
受
け
る

放
射
線
量
」
「
体
内
、
植
物

中
の
自
然
放
射
性
物
質
」
な

ど
が
イ
ラ
ス
ト
入
り
で
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

自
然
界
か
ら
受
け
る
放
射

線
量
の
世
界
平
均
の
量
と
日

本
の
量
が
円
グ
ラ
フ
で
が
描

か
れ
、
世
界
平
均
よ
り
日
本

平
均
が
低
い
こ
と
を
紹
介
。

さ
ら
に
「
放
射
線
か
ら
身

を
守
る
方
法
」
と
」
し
て

「
放
射
性
物
質
か
ら
距
離
を

と
る
」
「
放
射
線
を
受
け
る

時
間
を
短
く
す
る
」
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
な
ど
の
建
物
の
中

に
入
る
」
な
ど
を
い
ら
す
と

も
付
け
て
説
明
。
ま
た
放
射

報
道
・
見
解
か
ら

九
州
大
・
長
山
淳
哉
教

授
（
環
境
分
子
疫
学
）

「
３
０
０
人
は
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
で
が
ん
を
発
症
す
る

『
避
け
ら
れ
な
い
死
者
』
。

後
段
の
５
人
は
も
と
も
と
死

な
な
く
て
も
よ
い
人
た
ち
。

一
緒
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
。

『
５
人
は
が
ん
死
す
る
こ
と

を
受
容
せ
よ
』
と
言
っ
て
い

る
よ
う
な
も
の
」
と
批
判
す

る
。
「
そ
も
そ
も
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ

の
試
算
自
体
が
甘
い
と
い
う

学
説
も
あ
り
、
両
論
併
記
の

姿
勢
が
必
要
で
は
な
い
か
」

（
東
京
新
聞
２
０
１
１
・
11
・

２
か
ら
の
引
用
）

ウ
ソ
は
感
じ
な
い
け
ど
、

ご
ま
か
し
だ
ら
け
～
文
部

省
の
放
射
線
副
読
本

一
読
し
て
ウ
ソ
は
感
じ
な

い
が
、
妙
な
読
後
感
に
襲
わ

れ
る
。
肝
心
な
こ
と
が
抜
け

て
い
る
た
め
だ
。
「
や
け
ど
」

と
並
べ
た
原
爆
の
記
述
に
も

「
影
響
」
は
あ
る
が
、
人
の

死
は
出
て
こ
な
い
。
こ
の
無

視
に
は
意
図
が
あ
る
。
そ
の

先
に
「
再
稼
働
は
可
」
と
い

う
結
論
が
透
け
て
見
え
る
。
・
・
・
・
・
・

こ
の
副
読
本
の
「
作
成
委
員

会
」
は
ど
ん
な
顔
ぶ
れ
な
の

か
。
・
・
・
監
修
と
し
て
、

独
立
行
政
法
人
・
放
射
線
医

学
総
合
研
究
所
、
社
団
法
人

日
本
医
学
放
射
線
学
会
、
日

本
放
射
線
安
全
管
理
学
会
、

日
本
放
射
線
影
響
学
会
が
並

ぶ
。
委
員
長
を
務
め
る
大
学

の
名
誉
教
授
は
文
科
省
が
設

置
し
た
「
放
射
線
量
等
分
布

マ
ッ
プ
の
作
成
等
に
係
る
検

討
会
」
の
メ
ン
バ
ー
。
・
・
・

委
員
に
は
事
故
後
、
「
多
大

な
人
員
と
費
用
を
か
け
て

（
一
般
人
の
被
ば
く
線
量
を
）

年
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下

に
す
る
こ
と
は
無
駄
な
努
力
」

と
述
べ
た
り
、
新
聞
の
取
材

に
「
年
間
一
〇
〇
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
を
超
え
な
い
量
で
は

健
康
被
害
は
ま
ず
な
い
と
い
っ

て
よ
い
」
と
発
言
し
て
き
た

人
物
も
い
る
。
（
東
京
新
聞

２
０
１
１
・
11
・
２
）

報
道
や
各
界
見
解
か
ら

◇
福
島
大
学
放
射
線
副
読

本
研
究
会

「
人
工
放
射
線
は
身
近
に
あ

り
ま
せ
ん
。
自
然
の
放
射
線

は
身
近
に
あ
り
ま
す
が
、
人

工
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
放

射
線
は
身
近
に
あ
り
ま
せ
ん
。

身
近
で
な
い
人
工
放
射
線
に

よ
る
無
用
な
被
ば
く
を
防
ぐ

た
め
に
、
追
加
の
被
ば
く
線

量
（
医
療
除
く
）
限
度
や
放

射
線
管
理
区
域
が
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
」

文
科
省
副
読
本
第
３
～
第
５
の
柱

原
子
や
放
射
線
、
測
定
器
な
ど
を
解
説

中
学
生
副
読
本
の
第
３
の

柱
～
第
５
の
柱
は
、
「
放
射

線
と
は
」
、
「
放
射
線
の
基

礎
知
識
」
「
色
々
な
放
射
線

測
定
器
」
な
ど
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
て
い
ま
す
。

線
に
よ
る
影
響
で
は
左
記
の

よ
う
な
記
述
も
見
ら
れ
ま
す
。

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
放
射
線
以
外
の
原

因
で
生
涯
、
30
㌫
の
人
が
が

ん
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
蓄

積
で
１
０
０
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト

の
放
射
線
を
う
け
て
も
が
ん

で
亡
く
な
る
の
は
わ
ず
か
０
・

５
㌫
増
え
る
だ
け
だ
と
言
い

た
い
の
で
し
ょ
う
か
。

文
科
省
副
読
本
「
放
射
線
に
よ
る
影
響
」

「
普
通
の
生
活
で
も
ガ
ン
に
な
る
」
の
説
明
も

中
学
校
教
師
用
説
明
書
か

ら
・
・
・
・
・

学
習
の
ポ
イ
ン
ト

◎
ガ
ン
な
ど
の
病
気
は
、
色
々

な
生
活
習
慣
が
原
因
で
起
こ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
学

ぶ
。

指
導
上
の
留
意
点

◎
１
０
０
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
以

下
の
低
い
放
射
線
量
と
病
気

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
明
確

な
証
拠
が
な
い
こ
と
を
理
解

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

◎
ガ
ン
の
発
生
に
は
、
色
々

な
原
因
が
あ
る
こ
と
を
理
解

出
来
る
よ
う
に
す
る

中
学
生
用
副
読
本

一
度
に
多
量
の
放
射
線
を

受
け
る
と
人
体
に
影
響
が
出

ま
す
が
、短
い
期
間
に
１
０
０
㍉

シ
ー
ベ
ル
ト（
Ｓ
ｍ
ｖ
）以
下
の
低

い
放
射
線
量
を
受
け
る
こ
と
で

が
ん
な
ど
の
病
気
に
な
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
明
確
な
証
拠

は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
普
通
の
生

活
を
お
く
っ
て
い
て
も
、が
ん
は

色
々
な
原
因
で
起
こ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
て
、
低
い
放
射
線

量
を
受
け
た
場
合
に
放
射
線

が
原
因
で
が
ん
に
な
る
人
が
増

え
る
か
ど
う
か
は
明
確
で
は
あ

り
ま
せ
ん
・
。

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
で
は
、仮
に
蓄
積
で

１
０
０
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
を
１
０

０
０
人
が
受
け
た
と
す
る
と
、

お
よ
そ
５
人
が
が
ん
で
亡
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
計
算
し
て

い
ま
す
。
現
在
の
日
本
人
は
、お

そ
よ3

0

％
の
人
が
生
涯
で
が

ん
に
よ
り
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
か

ら
、１
０
０
０
人
の
う
ち
お
よ
そ

３
０
０
人
で
す
が
、１
０
０
㍉
シ
ー

ベ
ル
ト
を
受
け
る
と
３
０
０
人

が
お
よ
そ
５
人
増
え
て
、３
０
５

人
が
が
ん
で
亡
く
な
る
と
計
算

さ
れ
て
い
ま
す
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